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【目的】 

チームスポーツにおいてコミュニケーションは重要で

ある。私は大学のサークル活動でセパタクローというチー

ムスポーツをやっていたが、そこでチームスポーツにおい

て人とのコミュニケーションは重要であるということを

実感した。 

ノンバーバル・コミュニケーションは、コミュニケーシ

ョンにおいて大きな比重を占めるとされているが、人との

コミュニケーションが重要であるチームスポーツにおい

ても果たす役割は大きいと考える。このことを明らかにで

きれば、スポーツチームのチーム力向上に役立てることが

できるだろう。 

この問題を解明するためには、チームスポーツの中のノ

ンバーバル・コミュニケーションについて調べる必要があ

る。ノンバーバル・コミュニケーションは、チームスポー

ツの勝敗に関係しているのだろうか。 

本研究では、チームスポーツであり、自身もやっていた

セパタクローに注目し、その中のノンバーバル・コミュニ

ケーションを調査することにより、チームスポーツにおけ

るノンバーバル・コミュニケーションの重要性を探る。 

． 

【方法】 

ノンバーバル・コミュニケーションの回数と勝敗の相

関関係を調べるために、セパタクローの試合２セット分

の YouTube動画から、チームごとの選手間のノンバーバ

ル・コミュニケーションをサンプルとして抽出し、抽出

したチームごとのノンバーバル・コミュニケーションの

回数を数えた。（抽出した動作は、①片手でタッチをする、

②両手でハイタッチをする、③体に触れる、④円になっ

て手をつなぐ、⑤円になって手をつなぎ、その後両手で

ハイタッチをする、の五つとした。） 

そして、“勝った（セットを取った）チームの選手間の

ノンバーバル・コミュニケーションの回数は、負けた（セ

ットを取られた）チームよりも多い。”という仮説を明ら

かにするために、以下の四つの比較を行った。 

（１）勝った（セットを取った）チームの選手間のノン

バーバル・コミュニケーションの回数と負けた（セ

ットを取られた）チームのノンバーバル・コミュ

ニケーションの回数の比較。 

（２）チーム関係なしに、得点前のノンバーバル・コミ

ュニケーションの回数と失点前のノンバーバル・

コミュニケーションの回数の比較。 

（３）チームごとの得点前のノンバーバル・コミュニケ

ーションの回数と失点前のノンバーバル・コミュ

ニケーションの回数の比較（これは、各回数をそ

れぞれ点数で割り、プレーの合間１回分の回数に

平均化したものを比較）。 

（４）勝った（セットを取った）チームのノンバーバル・

コミュニケーションの回数と負けた（セットを取

られた）チームのノンバーバルコミュニケーショ

ンの回数の比較。 

 

【結果】 

第一に、（１）の比較では、１セット目も２セット目も、

動作五つのうち三つで勝った（セットを取った）チーム

の回数の方が負けた（セットを取られた）チームの回数

よりも多かった。 

第二に、（２）の比較では、動作五つのうち三つで得

点前の回数の方が失点前の回数よりも多かった。 

第三に、（３）の比較では、どちらのチームも、動作

五つのうち三つで得点前の回数の方が失点前の回数より

も多かった。 

第四に、（４）の比較では、動作五つのうち三つで負

けたチームの回数の方が勝った（セットを取った）チーム

の回数よりも多かった。 

 

【考察】 

四つの調査方法のうち、（１）～（３）の結果は仮説と

近いものになったが、（４）の結果は仮説と異なるものと

なった。（４）の結果が仮説と異なるものとなったのは、

それぞれのチームの動きに特徴があったことに起因する

と考えた。（１）の結果より、試合を行った二つのチーム

にはそれぞれ回数の多いサンプルがあり、それがチームの

特徴となって、（４）の結果が仮説と異なるものなった。 

． 


